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永山和宣、草野史彦、山根道雄、酒井義法、田沢潤一

土浦協同病院消化器内科

33) 芍薬甘草湯と小柴胡湯の連用が低 k 血症の発症に及ぼす影響

0石原三也1)、本間真人1)2)、田中直見2)、幸田幸直1)2)

筑波大学附属病院薬剤部氏筑波大学臨床医学系2)

冒 ．暑圏 （第 2 会場： 11: 03~11 : 35) 

座長 佐藤浩昭（筑波大学臨床医学系呼吸器内科）

34) 柴朴湯が不安、無気力に対しても有効であった気管支喘息の 1 例

0内藤明日香、小川良子、山本祐介、原口典博、森島祐子、石井幸雄、

野村明宏、佐藤浩昭、坂本透、本間敏明、大塚盛男、関沢清久

筑波大学臨床医学系呼吸器内科

35) 小児の夏カゼに銀翅散が有効であった 2例

0松岡孝紀1)、伊藤隆2)

まつおかクリニック I)

鹿島労災病院和漢診療センター2)

36) 漢方治療により寛解または延命効果が得られた高齢者の肺癌症例について

〇原中瑠璃子、劉林、原中勝征

医療法人杏仁会大圃病院

37) 小柴胡湯が原因と考えられる薬剤性肺炎の 3 例

〇籠橋克紀1)、石川博—2)、本間晋介2)、佐藤浩昭3）、大塚盛男3)、関沢清久3)

きぬ医師会病院内科I)

筑波メディカルセンター病院呼吸器内科2)

筑波大学呼吸器内科3)

戸謬' （多目的ホール： 12: 10~13 : 00) 

『世界に発信する漢方医学』

渡辺賢治 慶應大学東洋医学講座

司会福富久之 茨城県総合健診協会
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ランチョンセミナー

『世界に発信する漢方医学』
0渡辺賢治

慶應義塾大学医学部東洋医学講座

明治政府がドイツ医学の導入を決め、西洋医学が唯一のわ

が国の医療システムで認められて以来、わが国の医学はめざ

ましく発展した。第 2 次世界大戦後は主に米国の医学がわが

国の主流を占めるようになりつつも、国民皆保険という制度

を設け、 WHO の評価としてもわが国の医療システムは世界

の見本となっている。

しかし、その一方でわが国に元来存在してきた漢方医学を

あまりに軽視し過ぎてきたきらいがある。しかし、漢方医学

は現在の医療を取り巻く環境の中で本当に役立たないものな

のであろうか？

漢方治療は個に根ざしており、効率が悪い。また、感染症

に対して確かに菌そのものを標的とした西洋医学の方に分が

ある。しかし近年、疾病構造は多様化し、感染症よりも複雑

な因子の関与する生活習慣病が主体となってきた。また、が

ん治療の場などにおいては抗がん剤の作用に個人差のあるこ

とが認識され始め、テイラード医療が提唱されている。

漢方医学の個に根ざし、生体防御を主体とした治療は、現

代ならびに将来の医学として再び注目を浴び始めている。

欧米ではいち早く生薬製剤に対する関心が高まっており、

NIH の部門として National Center for Complementary 

and Alternative Medicine (NCCAM) が1999年に発足した

が、年間予算 1 億 2 千万ドルで研究支援を行っている。 2001

年 NCCAM は Office of International Health Research 

を立ち上げ、 2002年、それまで単一の生薬の生薬製剤はもの

しか研究対象としていなかった方針を転換し、複合生薬に対

しても研究支援をすることとした。こうした動きが国内の漢

方に対する再注目の原動力となっていることも確かである。

漢方には漢方の物の見方があり、その理論は決して西洋医学

と比べ劣るものでなく、単に視点が異なるだけのことである。

これらの視点は日本人のみならず世界の人々の役に立つもの

と考える。

現在に至るまで、わが国の医学は欧米の恩恵を受けながら発
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展してきたが、今こそ逆に漢方を世界に発信し、より多くの

人々の健康の維持に貢献すべき時が来たのではないだろう
か。
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